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ITイノベーションセンター(ITOC)

支援施策の紹介
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令和8年度事業の主な変更点

2026年4月より島根県産業技術センターに先端技術支援事業を移管。

これに伴い｢ITイノベーションセンター｣に名称を変更。

IT技術を活用した
事業創出

（IT×事業創出・変革）

県内企業の
デジタル化・DX支援



１．IT技術を活用した事業創出・事業変革支援マップ

1
アイデア

考案

2
市場
調査

3
計画
策定

4
事業
評価

5
プロト
タイプ
開発・
検証

6
ビジネス
モデル
最適化

7
事業化
判断

8
市場
導入

9
成長
拡大

人材育成講座（セミナー関係）

相談会開催（新規事業創出の壁打ち相談会）

専門家による伴走支援（IT事業化伴走支援）

IT活用事業化
助成金 開発ソフト

ウェア販路拡
大助成金

新事業創出モデル伴走支援（事業会社とIT事業者の共創）

IT技術を活用した事業創出・事業変革をアイデアから事業化までサポート。
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（１）事業創出に向けた人材育成講座

新規事業を考える上で必要なマインドや戦略・戦術、また市場傾向や事業資金
等に関するセミナー・講座を開催予定。

例えば事業を考える上でのアイディアの見つけ方、またアイディア仮説を検証するためのリサー
チ手法や仮説の市場を探る・分析するワークショップ。実際に事業開発していく上でのマインド、
組織作り等学ぶセミナーの開催を予定。

令和7年度開催講座参考



（２）事業創出に向けた伴走支援

アイデア

リサーチ・インタビュ

プロトタイプ検証

サービス・
製品開発

アイデアの市場性検討、市場
リサーチや顧客になり得る対
象へのインタビュ、フィード
バックを行う

新たなサービス・製品のプ
ロトタイプを利用してもら
い、検証結果をもとに、事
業アイデアの改良・軌道修
正を図る

新たなサービス・製品を
本格的に市場に投入して
いくための開発を行う

第１段階

第２段階

第３段階

サービス・
製品創出

IT技術を活用した新製品・サービス創出に向けたアイデアの市場性リ
サーチ、リサーチ検証、アイデアの改良・軌道修正等について、相談
会や専門家による伴走支援を実施。

新規事業創出の
壁打ち相談会

5月より毎月開催のオンライン相談会
気軽に相談出来る場（壁打ち、示唆出し）
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専門家による伴走支援
（IT事業化伴走支援）

伴走期間：5か月
月2回のミーティングを軸とした伴走支援



新規事業創出の壁打ち相談会
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ご相談に対応する専門家
株式会社Relic
執行役員 大西佳佑 氏

毎月1回【2枠】開催

（オンライン）

IT技術を活用した新事業創出にチャレンジされる事業者を対象とした
検討初期段階の相談会です。以下のような方が対象です。

ITを活用した新サービスのアイデアを具体的な事業案へ整理したい方

自分の考えがビジネスとして成り立つ可能性があるのか知りたい方

専門家から、第三者視点での客観的なフィードバックを得たい方

ITを活用した新サービスのアイデアを、具体的な事業案へ整理したい方

事業コンセプトの実現可能性や市場性について、確度の高い示唆を得たい方
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（３）新事業創出モデル支援

企業変革を志向する県内企業とDXパートナーを志向するIT企業との
共創によるビジネスモデル変革・事業創出を支援。

①支援事業者

公募により決定（令和8年5月公募開始予定）

②専門家の伴走を受けて行う取組み
現状分析、あるべき姿の設計、課題解決を行うための
ビジネスアイデアのブラッシュアップ、事業計画策定
に至る一連のプロセスを伴走し、デジタル技術の利活
用による新事業創出・ビジネスモデル変革を図る。

③専門家によるミーティング
各支援プロジェクトにつき毎月2回程度の面談（オン
ライン含む）実施し、共に伴走

月2回程度のミーティングを通して伴走支援

支援イメージ
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ITを活用した新たなサービス・製品を創出する際の経費の一部を助成。
（第1四半期中に公募開始予定）

（４）IT活用事業化支援助成金

アイデア

サービス・
製品開発

新たなサービス・製品を
本格的に市場に投入して
いくための開発を行う

第３段階

①助成限度額 ３００万円

②助成率 助成対象経費の１/２以内

③助成対象経費 人件費、旅費、調査外部委託費、機器購入費等

リサーチ・インタビュ

プロトタイプ
検証

アイデアの市場性検討、市場
リサーチや顧客になり得る対
象へのインタビュ、フィード
バックを行う

新たなサービス・製品のプロ
トタイプを利用してもらい、
検証結果をもとに、事業アイ
デアの改良・軌道修正を図る

第１段階

第２段階 サービス・
製品創出

相談会・専門家による伴走支援
助成金に
よる支援
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①助成対象となる事業

インターネット上での仮想展示スペース利用等

県外で開催される展示会、セミナー等への出展

県外で自社が開催するセミナー、商談会等

リード獲得に向けた活動及び当該活動と連携して行う県外へのフォロー活動

②助成率・助成限度額
助成対象経費の1/2以内・ 150万円

③助成期間
交付決定日から1年以内

④助成対象経費 
展示会出展料、小間料、会場使用料、装飾費、旅費、広告宣伝費、PR用ツール等製作費 他

県内企業が開発した独自ブランドのソフトウェアやサービス等を
中期的な計画に基づいて県外市場での販路拡大、新規顧客開拓を
行う際の営業活動等の経費の一部を助成。

（５）開発ソフトウェア･サービス販路拡大支援助成金 公募終了



２．デジタル化・DX推進支援マップ

ステージ１
アナログ・物理データのデジタル化

ステージ２
業務の効率化による生産性向上
既存製品・サービス高付加価値化

デジタル推進セミナー・各種相談会開催

デジタル専門家による伴走支援（デジタル推進専門家派遣etc）

しまね地域DX拠点によるＤＸ計画策定伴走支援

デジタル導入モデル支援助成金

ステージ３
組織横断業務・プロセスのデジタル化
新サービス創出・ビジネスモデル変革

県内企業のデジタル化・DX推進をサポートします。
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県内企業の競争力強化、生産性向上を図る
ため、デジタル推進セミナーを開催。

（１）デジタル推進セミナーの開催

令和7年度開催講座
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参考
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（２）相談会・伴走支援

IT経営相談会 デジタル推進専門家派遣Webマーケティング相談会

Webマーケティングに関する
専門家が県内企業のWebを活
用した自社商品・サービスの
認知拡大や販売促進に関する
お困りごとなどに対する相談
会を実施。(毎月2回）

IT導入の専門資格を有するIT
コーディネータが県内企業のIT
に関する困りごとや、ITツール
の選定などのデジタル化に向
けた相談会を実施。（毎月2
回）

県内企業のデジタル化のモデル
となる取組みに対し、専門家を
派遣し、経営革新や業務改革に
つながる戦略的なデジタル利活
用に向けたアドバイスを行いま
す。（6回 18時間まで）

AI･データ活用相談会

生成AIや社内の蓄積データを業
務にどう活かしていくか、情
報収集から業務活用相談まで
様々なフェーズのご相談に対
応する相談会を実施。
（毎月2回）

ステージ１
アナログ・物理データのデジタル化

ステージ２
業務の効率化による生産性向上
既存製品・サービス高付加価値化

ステージ３
組織横断業務・プロセスのデジタル化
新サービス創出・ビジネスモデル変革

環境変化に適応するためには、組織･仕組み･サービスをデジタルへシフトし、
差別化･競争優位の確立が必要不可欠。
県内企業のデジタル化・ＤＸのステージに合った支援を実施。

デジタル技術導入に向けた伴走支援・モデル創出プログラム

【製造業対象】

開催中 開催中 開催中 公募中

公募中



© Shimane IT Open Innovation Center

13

①助成対象となる事業

デジタル導入計画策定・導入・運用・定着のスキームやXR/ドローン利活用において、「しまねデジタル

推進専門家派遣事業」を活用した後に、引き続き民間の専門家を活用して計画策定、導入、運用(保守は除く)

定着レベルを引き上げる事業であって、かつ対象事業者の自走に向けた活動に資する事業

②助成率・助成限度額
助成対象経費の1/2以内、30万円

③助成期間
交付決定日から1年以内

④助成対象経費 
専門家に支払われる謝金、専門家に支払われる旅費

しまねデジタル推進専門家派遣事業の活用後に、引き続き専門家の指導・助言
を受ける場合に要する経費の一部を助成。

（３）しまねデジタル伴走支援助成金 公募中
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（４）DX計画策定伴走支援【しまね地域ＤＸ拠点事業】

「しまね地域DX拠点」は、島根県内の産学金官が連携して組成した支援コ
ミュニティ。コミュニティ構成員が有するネットワークや知見を持ち寄り、県
内他事業者のモデルとなるようなDX計画事例の創出に向けて、DX計画策定等
の伴走支援を行う。

しまね地域DX拠点_構成図 伴走支援スキーム 県内事業会社への支援範囲

一部費用負担有
（¥125,000）

公募中



（５）デジタル導入モデル支援助成金
県内中小企業者がデジタル技術を活用して新たなサービス開発や生産性の向上
を図り、県内中小企業者のモデルとなる取組みを支援します。

対象者

県内に主たる事業所を有する中小企業者（農業・林業・漁業を除く）※みなし大企業可
事業成果の公開など事業広報活動等に協力ができる者
交付決定後、事業完了までに独立行政法人情報処理推進機構（IPA）が実施する

 「SECURITY ACTION」の宣言登録事業者として登録すること

対象経費
ハード事業：システム構築費、機器等整備費、システム運用関連費、専門家委託費
ソフト事業：研修費等のデジタル導入後活用経費（謝金、旅費、委託費、会場使用料等）

助成額 下限 400千円、 上限 4,000千円

助成率 ハード事業：１/３、 ソフト事業：１/２

助成期間 助成金交付決定の日から1年以内

審査 審査委員会によるプレゼンテーション審査

公募期間
令和８年４月１７日（金）～令和９年１月２９日（金）

※期間中５回の締切を設定。ただし予算状況により早期に終了する場合あり

15

公募中
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